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研究成果の概要（和文）：高齢者ドライバーの安全性が問題となっており、免許返上が警察庁の指導で進められ
ているが、運転が出来なくなった場合の弊害も指摘されている。特に地方の中山間地域等では車に頼らざるを得
ない状況がある。そこで、出来るだけ長く運転するために制限を設けることを考え、特に”道路事情を良く知っ
た範囲しか運転しません”と言う地域限定の考え方の有効性等を評価するため検証ツールを製作し評価を行っ
た。一方、実現化のための具体的なシステムを想定し、そのためドライバーの運転挙動を検知する手段として新
たに開発中の座布団式センサー（SRセンサー）を考え、評価した。これらの検討を通じ、実用化システムの構成
を提案した。

研究成果の概要（英文）：Today one of the most urgent social problem is the traffic accidents 
occurred by aged drivers. National Police Agency recommend to stop driving by retuning the driver’s
 license for aged people. But for the residence of local area,especially at mountainous area,driving
 the cars are indispensable for daily life without public transportation service. So we propose them
 to drive as long as they can under some regulation such as driving area and time. To evaluate of 
our proposal we made the test tool and made the small scale experiment. For realization monitoring 
the driving behavior is important and new seat rubber type sensor is experimented.

研究分野： ITS
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
高齢者や軽度認知症ドライバーによる交

通事故は喫緊の課題で種々の取り組みが行
われている。研究代表者の熊谷等は中山間地
域の 1.5車線的道路整備に伴う狭隘道路の安
全性向上目的に「中山間道路走行支援システ
ム」を開発し複数県で実運用されている。又、
高速道路の逆走行ドライバーへの警告も実
用化されている。研究分担者の朴によると IC
から逆走し SAまで数 KM走行した例も報告さ
れている。一定年齢になると免許返上を推進
することは、都会では公共交通へ転換出来る
が、地方都市では車に依存せざるを得なくな
かなか進まない現状が有る。以前、高知県の
中山間地域の社会福祉協議会へ調査を行っ
た際、免許を返上すると高齢者は引きこもり
を行い、認知症が進む傾向が有るとの意見を
多数聞いた。免許返上しても、代替交通が不
備で、結局出不精となり、外部との交流が極
端に減ってしまうことが原因である。多くの
研究者や福祉関係者が提案していることは、
出来るだけ他人との交流を行うことが重要
である。そこで、対策として、車の行動範囲
は一定地域に限定される“地域限定免許”を
提案した。一般的に高齢者ドライバーの日常
的な行動範囲は限られており、その中のみで
の運転を許可する仕組みである。この“地域
限定免許（以下、本免許）”を行うには幾つ
かの解決すべき課題がある。最も重要な課題
は実用化された際、どういう状態のドライバ
ーに本免許を認めるかという免許付与の基
準のあり方がある。現在の免許停止や返納は
高次脳機能検査（以下認知機能検査）結果に
基づく強制的な免許取り消し・停止と医者や
家族のアドバイスや本人の自覚に基づく自
己返納がある。前者は当然取り消し・停止す
べき状況と考えられ、後者に選択肢の一つと
して本免許付与が考えられる。そこで、客観
的に判断する手段として脳の MRIおよび認知
機能検査と関連付けが考えられる。これらの
研究は交通工学と臨床医学の学際的な新た
な研究分野で、朴はその専門家で特に白質病
変と運転との関連に新たな発見報告がある。
これらのデータに基づく運転技術を分類化
して、日常の運転挙動との関連を求め、本免
許を認める基準の参考になる可能性が考え
られた。次に重要な点は免許の許容範囲をど
う認めるかという点である。特に本免許が必
要と思われる地域は過疎が進む中山間地域
で、熊谷がこれまで開発した中山間道路走行
支援システムが導入されている地域と重複
し、アンケート等による検証が考えられた。 

 
２．研究の目的 
高齢者ドバイバーによる交通事故は大き

な社会問題で、特に過疎、高齢化が進む地方
の中山間地域では深刻かつ喫緊の課題であ
る。警察庁は免許返納を進めているが、代替
交通が無い地域では、車なしでは生活出来な
い、或いは引きこもり、結果的に認知症が進

はむというような事態が起こっている。今後、
高齢化に伴い、事態が更に深刻化するものと
予想される。そこで、出来るだけ長く車を運
転できる環境を作ると共に、本人にもある程
度の制約下での運転を認める事を考えるべ
きで、対策の一つとして日常的に車で行動す
る範囲に限定した「地域限定免許」を提案す
る。今後の超高齢社会に向けた地域の安全対
策と地域の活性化を目的とした免許で、その
実現化に向けた幾つかの課題を検討する。 

 
３．研究の方法 
 まずは対象地域を選定し、アンケートを実
施した。また、関係者による講演会も行った。
これらの結果、「高齢者運転八策」を提案し
た。この八策を実用化するシステムを検討し、
その際不可欠となるドライバーの運転中の
挙動を検証するツールとして SR センサーが
考えられ、その検証を行った。一方、地域及
び時間限定に限ったテストツールを作製し、
実証実験も行った。 
①アンケート調査と講演会 
高知市土佐山・鏡地区と田野町にてアンケー
ト調査を行った。以下は高知市の結果である。 
・ 送付及び回答数 905 通 内 237 通 

回答頂いた。回答率 26.2 % 
回答頂いた内容の特記事項 
・ 回答者の年齢 60歳以上が約 69％ 
・ 運転者は 237人と回答者全員運転経験者 
・ 運転経歴は殆どが 10年以上と高比率 
・ 運転頻度はほぼ毎日と毎日が 72％ 
・ 目的は 52％が仕事或いは通勤 
・ 74％が 20ＫＭ以下の運転距離 
・ 17％の人が過去 10 年以内に事故経験 
・ 事故経験者の内、81％の人が自宅から離

れた或いは地区外で経験 
・ 40%に人が 10時～15時の間で事故経験 
・ 84％の人が一人で運転時に事故経験 
・ 23％の人が免許返納を考えている 
・ 但し、65％の人は返納時期未定 
・ 返納後の移動手段は公共交通が 32％、特

に自転車を考えている 
一方、田野町において次ページの講演会を行
い、参加者からも意見聴取を行った。-これ
らの活動を通じ、“高齢者運転八策”を提案
した。 

      図１ 高齢者運転八策 
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特に第三策、第四策及び第七策はシステム

的に監視可能な内容と思われ、実用化を意識
した検討を行った。 
②実用化システムと SRセンサーの検証 
 下図は実用化を意識したシステム構成で
ある。 

図３ 実用化システム構成 
 
システムは事前に登録された運転範囲や時
間帯を監視し、異常が有ればシステムが検知
し、本人や場合により家族に知らせるという
考えである。そのために不可欠なのがドライ
バーの運転挙動をモニターする事である。そ
こで、その一つの手段として開発中であった
SR(Seat-type Rubber)センサーを検証した。   

図４ SR センサー 
このセンサー座布団型で、内蔵した SR セン
サーで測定した座圧の変化から、ブレーキや
アクセル等のいくつかの挙動の変化を検知

する。また、姿勢・呼吸・心拍等も計測の可
能性が考えられた。そこで、高齢者ドライバ
ーによる検証実験を土佐市にある新土佐自
動車学校の協力を得て、高齢者講習受験者を
対象に行った。 
 

 
図 5 SRセンサー装着
状況  
 
 

 
 
右図 6 走行
実験 
 
下図 7 SRセ
ンサーデー
タ 
 
 

データ分析の結果、アクセルとブレーキの状
況は検証出来た。しかし、実用化レベルには
更なる検証が必要である。 
 
③地域限定ツールの製作と検証 
上述“高齢者運転八策”の地域限定を検証す
るため、簡易な検証ツールを製作し、複数の
高齢者ドライバーに評価を行った。ツールは
Android搭載のタブレットで GPS内蔵である。 
 
 
図 8 検証ツール 
 
 

 
 
図 9 走行実験 
 
 

 
ツールの機能は以下である。 
・ 限定する区域を越えると、画面に表示を

行うとともに、音声でも注意を流す。 
・ アプリを起動し位置情報が確定後から、

アプリ停止までの位置・時間を記録す 
・ 日の出前から日没後である時刻では、時

間外であることの表示を行う。 
香美市で複数による走行実験を行い、感想等
を聞き取った。以下が主なものである。 
・ 74歳女性 自分がつけることに抵抗感も

なく、家族に安心してもらえるならまた、



行先を間違えてしまう経験もあるので、
この装置もあれば、間違いが早めにわか
る場合もあるのでは 

・ 68歳女性区域を外れそうですはおかしい 
区域をでたあと入ってくる時も 区域を
はずれそうですという 

・ 73歳男性 警告音声は信号で止まった時
はなにもいわないのは違和感がある。音
声だけがよい。文字を読ませるのは視野
が狭くなるから。代替えの方法がよいの
では、もし文字を読ませるなら、今の字
より大きくして、簡易な表現がよい 雨
の音が音声が聞き取りにくかった。 特
に区域外という言葉が聞き取りにくかっ
た 
 

４．研究成果 
・ アンケートや講演会を通じ、高齢者ドラ

イバーがより長く、かつ安全に走行する
ための課題等を調査し、その対策として
“高齢者運転八策”を提案した。 

・ 上記八策を実現するための要素技術とし
て、SR センサーと検証ツールを評価し、
可能性とその課題を明確にした。 

・ 実用化システムの構成を提案した。 
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